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趣旨説明



原子核物理学は実証的か?

 第一義的には、実証的である(はず)。

 反応観測量との定量的比較は十分(だった)か?

 核構造研究と核反応研究の真の連携へ!



三位一体の原子核物理学



反応物理量の系統的予言

原子核に関する新しい
理論的知見を反映

高精度の実験データ

全ての情報を反映

自然界からの回答

実験計画
の提案

理論改良の要請

全く新しい事実
の提供

斬新な実験計画・
新しい仮説の提示

理論計算による検証

実証的原子核物理学の具体像

実験理論



三位一体の原子核物理学

R of Ne isotopes 12C target



重なり関数, 分光学的因子, 漸近規格化係数
Overlap Function Spectroscopic Factor Asymptotic Normalization Coefficient

・重なり関数

・分光学的因子

・漸近規格化係数 C

多体構造計算により、原理的には計算可能。

反応で重要な核表面での信頼性は乏しい。

模型非依存の定義。

重なり関数の全域の情報を等しく拾った量。

(              の部分波)

模型の不定性を最小化。

原子核の構造の理解という意味では不十分。

相
補

的



分離エネルギー法
A x

B

一体ポテンシャル (≠ 殻模型のポテンシャル)

UxA の下での(規格化された)一粒子波動関数

殻模型で計算された分光学的因子
(または exp/theor で後から決める数)

“殻模型の波動関数”

この近似が正確なのは、分光学的因子が1に近いときのみ!

(g.s.)

近似



グリーン関数法

VxA のレンジ内で(のみ)正確な関数
正しい漸近形を保証

x

B

M. Kawai and K. Yazaki, Prog. Theor. Phys. 38, 850 (1967).

微視的な重なり関数

A
(g.s.)



グリーン関数の方法の応用例

92Mo(d,t)91Mo 
9/2+ (g.s.)

c.f. 河合光路, 吉田思郎『原子核反応論』(朝倉物理学大系19),
朝倉書店 (2002), p. 190.

重なり関数の比 R. Namai, Prog. Theor. Phys. 69, 1704 (1983).

重なり関数の r 依存性を正しく記述することは、
実験データの定量的解析(原子核の定量的理解)
にとって極めて重要。



積極的なご議論をお願いします。




